
(57)【要約】

　【課題】　ディスク基板にプラスチック材料を用いた

ために生じる帯電性により、光ディスクの記録または再

生時に起こりやすい塵埃の付着しやすさと、これによっ

て損なわれる再生能力を改善し、さらに、ＭＤのような

マグネティック・クランプを採用したシステムにおいて

、マグネティック・クランプの簡易化を可能にする。

　【解決手段】　光ディスクの基板としてＳＵＳ４３０

等の磁性を帯びやすい金属を使用する。また、光ディス

ク装置内の、光ディスクを載置するためのターンテーブ

ルを磁石と一体形成することにより、光ディスクのマグ

ネティック・クランプを容易に行う。また、上記光ディ

スクの記録または再生時にターンテーブルまたは位置決

めのための軸を通してアースを取ることで、光ディスク

に対する塵埃の付着を防ぐ。

【選択図】　図１５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 金 属 で 構 成 さ れ た 基 板 上 に 情 報 層 を 有 し 、 上 記 情 報 層 の 上 に カ バ ー 層 を 形 成 し た 光 デ ィ
ス ク を 記 録 ま た は 再 生 す る 光 デ ィ ス ク 装 置 に お い て 、
　 上 記 光 デ ィ ス ク の 記 録 ま た は 再 生 時 に 上 記 金 属 基 板 を 接 地 す る よ う に し た 光 デ ィ ス ク 装
置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 光 デ ィ ス ク 装 置 に お い て 、
　 上 記 光 デ ィ ス ク 装 置 は 、 上 記 情 報 層 が 樹 脂 に よ り 形 成 さ れ た 凹 凸 信 号 と 、 上 記 凹 凸 信 号
上 に 成 膜 さ れ た 反 射 膜 と か ら な る 上 記 光 デ ィ ス ク を 記 録 ま た は 再 生 す る 光 デ ィ ス ク 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 光 デ ィ ス ク 装 置 に お い て 、
　 上 記 光 デ ィ ス ク 装 置 は 、 上 記 情 報 層 が 記 録 可 能 な 記 録 層 で あ る 上 記 光 デ ィ ス ク を 記 録 ま
た は 再 生 す る 光 デ ィ ス ク 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 光 デ ィ ス ク 装 置 に お い て 、
　 上 記 光 デ ィ ス ク を 載 置 す る タ ー ン テ ー ブ ル の 一 部 に 磁 石 を 配 置 し 、 上 記 光 デ ィ ス ク を 上
記 タ ー ン テ ー ブ ル の 回 転 軸 を 介 し て 接 地 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 光 デ ィ ス ク 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 光 デ ィ ス ク 装 置 に お い て 、
　 上 記 光 デ ィ ス ク を 載 置 す る タ ー ン テ ー ブ ル の 一 部 に 磁 石 を 配 置 し 、 上 記 光 デ ィ ス ク の 外
周 を 上 記 タ ー ン テ ー ブ ル の 凹 部 に よ っ て 位 置 決 め し 、 上 記 光 デ ィ ス ク を 上 記 タ ー ン テ ー ブ
ル お よ び 回 転 軸 を 介 し て 接 地 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 光 デ ィ ス ク 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 静 電 気 に よ る 塵 埃 の 吸 着 を 軽 減 で き る 光 デ ィ ス ク 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 Ｃ Ｄ （ Compact Disc） や Ｄ Ｖ Ｄ （ Digital Versatile Disc） に 代 表 さ れ る 透 明 基 板 透 過
型 の 光 デ ィ ス ク メ デ ィ ア は ポ リ カ ー ボ ネ ー ト （ 以 下 、 適 宜 Ｐ Ｃ と 略 す ） 、 ポ リ メ チ ル メ タ
ク リ レ ー ト （ 以 下 、 適 宜 Ｐ Ｍ Ｍ Ａ と 略 す ） 、 ガ ラ ス な ど の 透 明 基 板 を 使 う こ と が 一 般 的 で
あ る 。 そ の 理 由 と し て は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 読 み 書 き 用 の レ ー ザ 光 １ ４ を 透 明 基 板 １ １
に 透 過 さ せ て 、 そ の レ ン ズ 効 果 も 活 用 し つ つ 絞 り 込 ん で 透 明 基 板 １ １ の 奥 に 形 成 さ れ た 信
号 層 １ ３ に 焦 点 を 結 ば せ る た め で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 方 、 昨 今 実 用 化 さ れ つ つ あ る 、 例 え ば 図 ２ に 示 す Ｂ ｌ ｕ － ｒ ａ ｙ 　 Ｄ ｉ ｓ ｃ （ 商 品 名
、 以 下 Ｂ Ｄ と 適 宜 称 す る ） に 代 表 さ れ る 高 Ｎ Ａ （ Numerical Aperture） の 光 学 系 を 用 い た
読 み 書 き 型 の 光 デ ィ ス ク メ デ ィ ア に お い て は 、 基 板 の 透 過 性 は 必 要 で は な い 。 Ｂ Ｄ で は 、
カ バ ー シ ー ト ２ ２ と Ｐ Ｓ Ａ （ Pressure Sensitive Adhesive： 感 圧 性 接 着 剤 ） を 用 い た 接
着 層 ２ ３ か ら な る ０ ． １ ｍ ｍ 厚 の カ バ ー 層 ２ ４ 側 か ら レ ー ザ 光 ２ ６ を 入 射 さ せ る た め 、 基
板 ２ １ 自 体 の 透 過 性 は 問 題 と な ら な い た め で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 １ 、 図 ２ に 示 す い ず れ の 形 状 の デ ィ ス ク に お い て も 、 信 号 層 を 複 数 設 け 、 こ れ を 積 層
化 す る こ と で 容 量 を 増 や し た 多 層 光 デ ィ ス ク を 作 製 で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 光 デ ィ ス ク の 基 板 に 不 透 明 な 材 料 を 用 い た 場 合 の 例 と し て 、 以 下 の 特 許 文 献 １ 、 特 許 文
献 ２ お よ び 特 許 文 献 ３ が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 下 記 の 特 許 文 献 １ で は 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ に 標 準 搭 載 さ れ た 光 デ ィ ス ク 読 み 取 り
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機 に お い て 、 デ ー タ 転 送 速 度 の 向 上 を 目 的 に デ ィ ス ク の 回 転 速 度 を 上 げ た 場 合 （ 回 転 数 ４
０ ， ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ ） 、 デ ィ ス ク の 表 面 が 波 打 つ な ど 、 遠 心 応 力 に 起 因 し て 発 生 す る 強 度 的
な 問 題 を 解 決 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 特 許 文 献 １ で は 、 読 み 取 り 専 用 反 射 型 光 デ ィ ス ク の 基 板 を ア ル ミ ニ ウ ム 基 合 金 、 ま た は
マ グ ネ シ ウ ム 基 合 金 の い ず れ か 一 方 で 構 成 す る こ と に よ り 、 回 転 の 高 速 化 に よ る デ ー タ 転
送 速 度 の 向 上 が 低 コ ス ト で 可 能 と な る と と も に 、 こ れ ま で プ ラ ス チ ッ ク と 金 属 の 複 合 材 料
で あ り 、 資 源 リ サ イ ク ル が 困 難 で あ っ た 読 み 取 り 専 用 反 射 型 光 デ ィ ス ク の リ サ イ ク ル 性 も
向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ３ １ ３ ３ ５ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ で は 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 読 み 取 り 専 用 反 射 型 光 デ ィ ス ク に お け
る 強 度 、 リ サ イ ク ル 性 と 同 様 の 特 徴 を 有 す る 書 き 込 み 可 能 反 射 型 光 デ ィ ス ク に 関 す る も の
で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ １ － ３ １ ３ ３ ５ 号 公 報
【 ０ ０ １ １ 】
　 特 許 文 献 ３ で は 、 光 デ ィ ス ク の 強 度 を 高 め 、 耐 摩 耗 性 、 耐 衝 撃 性 を 向 上 さ せ る こ と を 目
的 と し て い る 。 光 デ ィ ス ク の 高 密 度 化 の た め に は ピ ッ ト を 小 さ く す る 必 要 が あ る が 、 そ れ
に 伴 い ピ ッ ト を 読 み 取 る 光 ス ポ ッ ト 径 も 小 さ く す る 必 要 が あ る 。 こ の た め に は 、 レ ン ズ の
開 口 数 を 大 き く す る 方 法 を 用 い る こ と が 比 較 的 容 易 で あ る が 、 こ の 場 合 、 光 デ ィ ス ク と 光
ヘ ッ ド を よ り 近 接 さ せ て 制 御 し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の た め 、 光 デ ィ ス ク と 光 ヘ ッ ド が 接 触 す る 恐 れ が 生 じ 、 光 デ ィ ス ク の 耐 摩 耗 性 、 耐 衝
撃 性 の 向 上 が 不 可 欠 と な る 。 そ こ で 、 特 許 文 献 ３ で は 、 基 板 を ア ル ミ ニ ウ ム ま た は ア ル ミ
ニ ウ ム 合 金 を 用 い て 作 製 し 、 こ れ ら の 課 題 を 解 決 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ３ １ ９ ７ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 Ｂ ｌ ｕ － ｒ ａ ｙ 　 Ｄ ｉ ｓ ｃ の 基 板 と し て は 、 上 述 し た よ う に 、 Ｃ Ｄ や Ｄ Ｖ Ｄ で 実 用 化 さ
れ て い る Ｐ Ｃ 、 Ｐ Ｍ Ｍ Ａ な ど の 透 明 プ ラ ス チ ッ ク の 表 面 に 信 号 に 対 応 す る 凹 凸 パ タ ー ン を
転 写 し た も の を 用 い る こ と が 一 般 的 で あ る が 、 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 は 帯 電 し や す く 、 デ ィ ス
ク の 作 製 工 程 や 記 録 ・ 再 生 中 に 塵 埃 が つ き や す い と い う 問 題 が 生 じ 、 こ れ ら の こ と が 原 因
で 再 生 能 力 が 損 な わ れ る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 Ｍ Ｄ の よ う な マ グ ネ テ ィ ッ ク ・ ク ラ ン プ を 採 用 し た シ ス テ ム に お い て は 、 鉄 製
の ハ ブ を 別 途 用 意 し 、 こ れ を 基 板 に 装 着 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 し た が っ て 、 こ の 発 明 の 目 的 と す る と こ ろ は 、 デ ィ ス ク 基 板 に プ ラ ス チ ッ ク 材 料 を 用 い
た た め に 生 じ る 帯 電 性 に よ り 、 光 デ ィ ス ク の 記 録 ま た は 再 生 時 に 起 こ り や す い 塵 埃 の 付 着
し や す さ と 、 こ れ に よ っ て 損 な わ れ る 再 生 能 力 を 改 善 し 、 さ ら に 、 Ｍ Ｄ の よ う な マ グ ネ テ
ィ ッ ク ・ ク ラ ン プ を 採 用 し た シ ス テ ム に お い て 、 マ グ ネ テ ィ ッ ク ・ ク ラ ン プ の 簡 易 化 を 可
能 に す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 こ の 発 明 の 第 １ の 態 様 は 、 金 属 で 構 成 さ れ た 基 板 上 に 情 報
層 を 有 し 、 情 報 層 の 上 に カ バ ー 層 を 形 成 し た 光 デ ィ ス ク を 記 録 ま た は 再 生 す る 光 デ ィ ス ク
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装 置 に お い て 、 光 デ ィ ス ク の 記 録 ま た は 再 生 時 に 金 属 基 板 を 接 地 す る よ う に し た 光 デ ィ ス
ク 装 置 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 こ の 金 属 基 板 が 帯 電 し に く く な り 、 デ ィ ス ク 作 成 過 程 や 再 生 装 置 を
使 っ て 記 録 ・ 再 生 動 作 中 に デ ィ ス ク 表 面 に 塵 埃 を 引 き 付 け に く く 、 デ ィ ス ク 再 生 能 力 が 安
定 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 一 実 施 形 態 と し て 、 読 取 専 用 型 の 光 デ ィ ス ク を 作 製 す る 工 程 を 図 面 を
参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ は 、 磁 性 を 帯 び や す い 金 属 を 用 い て 薄 型 円 盤 状 （ デ ィ ス ク 状 ） に 加 工 し た 金 属 基 板
３ １ の 形 状 で あ る 。 金 属 基 板 ３ １ は 、 例 え ば 外 形 は 直 径 ５ ０ ｍ ｍ 、 中 心 孔 直 径 ２ ｍ ｍ 、 厚
み ０ ． ３ ｍ ｍ と し 、 材 料 と し て は 、 例 え ば フ ェ ラ イ ト 系 ス テ ン レ ス で あ る Ｓ Ｕ Ｓ ４ ３ ０ （
Ｊ Ｉ Ｓ 規 格 ） 等 が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 図 ４ は 金 属 基 板 ３ １ の 表 面 に 形 成 す る 凹 凸 信 号 の マ ス タ ー と し て の プ ラ ス チ ッ ク
原 盤 ４ １ の 一 例 で あ る 。 プ ラ ス チ ッ ク 原 盤 ４ １ は 、 光 デ ィ ス ク 基 板 の 製 造 工 程 で 一 般 的 な
Ｎ ｉ ス タ ン パ を 用 い て 、 イ ン ジ ェ ク シ ョ ン モ ー ル デ ィ ン グ に よ っ て 形 成 さ れ た 、 厚 さ ０ ．
３ ｍ ｍ ～ 数 ｍ ｍ の 円 盤 で あ る 。 材 料 は Ｐ Ｍ Ｍ Ａ や Ｐ Ｃ な ど の 樹 脂 で あ る が 、 ゼ オ ネ ッ ク ス
（ 商 品 名 ： Ｚ ｅ ｏ ｎ ｅ ｘ 　 日 本 ゼ オ ン 社 製 ） に 代 表 さ れ る 、 紫 外 線 硬 化 樹 脂 に 対 し て 剥 離
性 に 優 れ る 環 状 ポ リ オ レ フ ィ ン な ど が 好 ま し い 。 大 き さ は 金 属 基 板 ３ １ と 同 等 も し く は 金
属 基 板 ３ １ よ り 大 き い も の が よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
［ デ ィ ス ク 基 板 作 製 工 程 ］
　 次 に 、 金 属 基 板 ３ １ に 凹 凸 パ タ ー ン を 形 成 す る 。 上 述 し た 金 属 基 板 ３ １ と プ ラ ス チ ッ ク
原 盤 ４ １ を 対 向 さ せ 、 フ ォ ト ポ リ マ ー 法 （ ２ Ｐ 法 ） に よ り プ ラ ス チ ッ ク 原 盤 ４ １ 表 面 の 凹
凸 信 号 を 金 属 基 板 ３ １ に 転 写 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 転 写 方 法 と し て は 、 プ レ ス ロ ー ル 方 式 、 真 空 圧 着 方 式 、 ス ピ ン ボ ン デ ィ ン グ 方 式 な ど 、
種 々 の 方 法 が 挙 げ ら れ る 。 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 各 方 法 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ５ は 、 プ レ ス ロ ー ル (Ｐ ｒ ｅ ｓ ｓ － Ｒ ｏ ｌ ｌ )方 式 を 説 明 す る 略 線 図 で あ る 。 金 属 基 板
３ １ 上 に 、 あ ら か じ め 決 め ら れ た パ タ ー ン で 紫 外 線 硬 化 樹 脂 を 塗 布 し た 後 、 プ ラ ス チ ッ ク
原 盤 ４ １ の 凹 凸 信 号 面 を 金 属 基 板 ３ １ 側 に し て 重 ね 、 プ レ ス ロ ー ル に て 貼 り 合 わ せ る 。 そ
の 後 、 紫 外 線 照 射 に よ り 樹 脂 を 硬 化 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ６ は 、 真 空 圧 着 転 写 方 式 （ Ｐ ｒ ｅ － Ｃ ｏ ａ ｔ ｉ ｎ ｇ ＆ 真 空 張 り 合 わ せ 方 式 ） を 説 明 す
る 略 線 図 で あ る 。 金 属 基 板 ３ １ の 内 周 部 に リ ン グ 状 に 紫 外 線 硬 化 樹 脂 を 塗 布 し 、 ス ピ ン コ
ー テ ィ ン グ す る こ と に よ り 、 平 滑 な 樹 脂 膜 を 成 膜 し た 後 、 プ ラ ス チ ッ ク 原 盤 ４ １ の 凹 凸 信
号 面 を 金 属 基 板 ３ １ 側 に し て 重 ね 、 真 空 中 で 貼 り 合 わ せ る 。 こ の 時 、 プ ラ ス チ ッ ク 原 盤 ４
１ 上 か ら 瞬 時 に 押 圧 す る こ と に よ り 、 間 に 入 っ た 泡 や 隙 間 な ど を 排 除 す る こ と が 可 能 で あ
る 。 そ の 後 、 プ レ ス ロ ー ル 方 式 と 同 様 に 、 紫 外 線 照 射 に よ り 樹 脂 を 硬 化 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ７ は 、 ス ピ ン ボ ン デ ィ ン グ （ Ｓ ｐ ｉ ｎ － Ｂ ｏ ｎ ｄ ｉ ｎ ｇ ） 方 式 を 説 明 す る 略 線 図 で あ
る 。 金 属 基 板 ３ １ の 内 周 部 に リ ン グ 状 に 紫 外 線 硬 化 樹 脂 を 塗 布 し 、 プ ラ ス チ ッ ク 原 盤 ４ １
の 内 周 部 に は 多 点 状 に 紫 外 線 硬 化 樹 脂 を 塗 布 す る 。 次 に 、 プ ラ ス チ ッ ク 原 盤 ４ １ の 凹 凸 信
号 面 を 金 属 基 板 ３ １ 側 に し て 重 ね 、 貼 り 合 わ せ る 。 貼 り 合 せ た 金 属 基 板 ３ １ お よ び プ ラ ス
チ ッ ク 原 盤 ４ １ を ス ピ ン さ せ 、 紫 外 線 硬 化 樹 脂 が 均 一 に 広 が っ た 後 、 紫 外 線 照 射 に よ り 樹

10

20

30

40

50

(4) JP 2006-40407 A 2006.2.9



脂 を 硬 化 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ８ は 、 図 ５ ～ 図 ７ で 説 明 し た プ レ ス ロ ー ル 方 式 、 真 空 圧 着 方 式 、 ス ピ ン ボ ン デ ィ ン グ
方 式 の い ず れ か に よ り 金 属 基 板 ３ １ と プ ラ ス チ ッ ク 原 盤 ４ １ を 貼 り 合 せ た 後 、 金 属 基 板 ３
１ 上 に 凹 凸 パ タ ー ン が 形 成 さ れ る ま で の 流 れ を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 金 属 基 板 ３ １ と プ ラ ス チ ッ ク 原 盤 ４ １ を 貼 り 合 せ た 後 、 紫 外 線 光 を プ ラ ス チ ッ ク 原 盤 ４
１ 側 か ら 照 射 し て 紫 外 線 硬 化 樹 脂 を 硬 化 さ せ 、 プ ラ ス チ ッ ク 原 盤 ４ １ を 金 属 基 板 ３ １ 上 で
硬 化 し た 樹 脂 か ら 剥 離 す る こ と に よ り 、 金 属 基 板 ３ １ 上 に 凹 凸 パ タ ー ン ８ １ が 転 写 さ れ た
デ ィ ス ク 基 板 ８ ０ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 凹 凸 パ タ ー ン の 転 写 方 法 と し て は 上 述 の 方 法 の み に 限 っ た も の で は な く 、 図 ９ 、
図 １ ０ に 示 す 方 法 を 用 い て も よ い 。 図 ９ 、 図 １ ０ に 示 す 方 法 を 、 以 下 で 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ９ は 、 凹 凸 パ タ ー ン を エ ン ボ ス 転 写 す る 方 法 を 示 し て い る 。 半 硬 化 の 紫 外 線 硬 化 型 ア
シ ス ト Ｐ Ｓ Ａ ９ １ を あ ら か じ め 金 属 基 板 ３ １ に ラ ミ ネ ー ト 積 層 し て お き 、 こ の 表 面 に 対 し
て プ ラ ス チ ッ ク 原 盤 ４ １ の 凹 凸 信 号 面 を 張 り 合 わ せ 、 紫 外 線 を 照 射 す る 。 そ の 後 、 プ ラ ス
チ ッ ク 原 盤 ４ １ を 剥 離 さ せ る こ と に よ り 、 紫 外 線 硬 化 型 ア シ ス ト Ｐ Ｓ Ａ ９ １ に 凹 凸 パ タ ー
ン が エ ン ボ ス 転 写 さ れ 、 デ ィ ス ク 基 板 が 完 成 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 図 １ ０ で は 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー を 用 い た 凹 凸 パ タ ー ン 転 写 方 法 を 示 し て い る
。 上 述 の 方 法 と は 異 な り 、 真 空 中 で 金 属 基 板 ３ １ 自 身 に エ ッ チ ン グ を 施 し 、 凹 凸 パ タ ー ン
を 形 成 し て デ ィ ス ク 基 板 を 作 製 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の 方 法 を 用 い た 場 合 は 金 属 基 板 １ 枚 １ 枚 に エ ッ チ ン グ を 施 さ な け れ ば な ら ず 、 樹 脂 お
よ び Ｐ Ｓ Ａ を 用 い た 場 合 と 比 較 し て 時 間 、 コ ス ト と も に 大 き い も の と な る 。 ま た 、 樹 脂 を
用 い た 場 合 、 金 属 基 板 に 傷 、 へ こ み な ど が あ っ た 場 合 で も 樹 脂 の 塗 布 に よ り 平 滑 化 さ れ る
た め 、 よ り 正 確 な 凹 凸 パ タ ー ン の 転 写 を 行 う こ と が で き る こ と か ら 、 樹 脂 を 用 い る ほ う が
よ り 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
［ 金 属 基 板 型 光 デ ィ ス ク 作 製 工 程 ］
　 次 に 、 上 述 し た 方 法 に よ り 作 製 し た デ ィ ス ク 基 板 ８ ０ を 用 い て 金 属 基 板 型 光 デ ィ ス ク を
作 製 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 １ １ に 示 す よ う に 、 金 属 基 板 ３ １ 上 に 形 成 さ れ た 凹 凸 信 号 ８ １ 上 に 、 反 射 膜 や 記 録 膜
を 形 成 す る 。 こ の 膜 は 、 Ａ ｌ 反 射 膜 、 Ａ ｇ 反 射 膜 、 光 磁 気 膜 、 金 属 相 変 化 膜 、 有 機 色 素 膜
、 ホ ロ グ ラ ム 膜 な ど 、 光 デ ィ ス ク で 一 般 的 な 膜 で 、 そ の 形 成 方 法 も 真 空 蒸 着 、 ス パ ッ タ リ
ン グ 、 ス ピ ン コ ー テ ィ ン グ 、 ダ イ コ ー テ ィ ン グ 、 デ ィ ッ プ コ ー テ ィ ン グ 、 ス プ レ ー コ ー テ
ィ ン グ な ど が 用 い ら れ る な ど 特 に 制 約 は 無 い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 こ の 発 明 の 金 属 基 板 型 光 デ ィ ス ク で は 、 例 え ば ス ピ ン コ ー ト プ ロ セ ス 時 、 圧 着 プ
ロ セ ス 、 剥 離 プ ロ セ ス に お け る 機 台 か ら も ア ー ス が 取 り 易 く 、 各 工 程 で 積 極 的 に ア ー ス 取
り を す る こ と で 静 電 気 に よ る 塵 埃 の 吸 着 を 軽 減 で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 そ の 後 、 読 み 取 り 側 の カ バ ー 層 １ １ ４ を 形 成 す る 。 例 え ば Ｂ Ｄ で は 、 ０ ． １ ｍ ｍ の 透 明
プ ラ ス チ ッ ク で あ る 。 こ の カ バ ー 層 １ １ ４ は 、 紫 外 線 硬 化 樹 脂 を ス ピ ン コ ー テ ィ ン グ に よ
っ て 形 成 し た も の や 、 Ｐ Ｃ な ど の 透 明 フ ィ ル ム を 接 着 剤 や 粘 着 剤 を 介 し て 張 り 合 わ せ た 形
態 が あ る が 、 特 に 制 約 は 無 い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 以 上 の 工 程 に よ り 、 こ の 発 明 の 金 属 基 板 型 光 デ ィ ス ク が 形 成 さ れ る 。
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【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の 金 属 基 板 型 光 デ ィ ス ク を 用 い て 記 録 ・ 再 生 す る 際 、 金 属 基 板 を 用 い た こ と に よ り 、
ク ラ ン ピ ン グ 方 法 と し て マ グ ネ テ ィ ッ ク ・ ク ラ ン プ が 有 効 に 用 い ら れ る 。 例 え ば 、 図 １ ２
に 示 す よ う に タ ー ン テ ー ブ ル １ ２ ４ の 軸 １ ２ ２ の 直 径 を ２ ｍ ｍ 弱 と し て 、 金 属 基 板 型 光 デ
ィ ス ク １ ２ ０ を は め 込 む こ と で 位 置 決 め を 行 う 。 こ の 時 、 タ ー ン テ ー ブ ル １ ２ ４ に 埋 蔵 さ
れ た 磁 石 １ ２ ５ が デ ィ ス ク 基 板 １ ２ ０ そ の も の を 引 き 付 け 、 同 時 に ク ラ ン ピ ン グ す る 。 こ
の 場 合 、 タ ー ン テ ー ブ ル の 大 き さ は 図 １ ２ の よ う に 金 属 基 板 型 光 デ ィ ス ク の 外 形 よ り 小 さ
い も の で あ っ て も 問 題 な い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ こ で 、 タ ー ン テ ー ブ ル は 磁 石 に よ り 一 体 形 成 し た も の ま た は 金 属 等 を 用 い て テ ー ブ ル
形 状 を 作 製 し 、 こ れ に 磁 石 を 埋 め 込 ん だ 構 造 で あ っ て も よ い 。 タ ー ン テ ー ブ ル 作 製 に 用 い
る 磁 石 と し て は 、 例 え ば 、 ボ ン ド 磁 石 、 焼 結 磁 石 等 が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 磁 石 の 大 き さ 、
磁 力 な ど は 用 途 、 目 的 に 応 じ て 最 適 な も の に 適 宜 調 整 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 例 え ば 、 図 １ ３ に 示 す よ う な 金 属 基 板 型 光 デ ィ ス ク の 外 形 に て セ ン タ リ ン グ す る
タ イ プ の も の で 、 磁 石 を 埋 め 込 ん だ タ ー ン テ ー ブ ル １ ３ ４ を 採 用 す る こ と に よ り 、 セ ン タ
ー ホ ー ル を 有 し な い デ ィ ス ク も 作 製 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 セ ン タ
ー ホ ー ル に よ っ て デ ザ イ ン 等 が 欠 け る こ と が な い た め 、 デ ザ イ ン の 幅 が 広 が り 、 絵 や 文 字
を 印 刷 し た デ ィ ス ク メ デ ィ ア と す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 金 属 基 板 型 光 デ ィ ス ク の 作 製 工 程 で も 述 べ た よ う に 、 こ の 発 明 を 適 用 し た 光 デ ィ ス ク で
は 、 ス ピ ン コ ー ト プ ロ セ ス や 圧 着 プ ロ セ ス 、 剥 離 プ ロ セ ス に お け る 機 台 か ら も ア ー ス が 取
り 易 く 、 ま た そ れ の み な ら ず ド ラ イ ブ シ ス テ ム の タ ー ン テ ー ブ ル ま た は 回 転 軸 か ら も 容 易
に ア ー ス を 取 る 事 が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 基 板 が 金 属 で あ る た め 、 機 台 や タ ー ン テ ー ブ ル を 導 電 性 の 材 料 を
用 い て 作 製 し 、 機 台 、 タ ー ン テ ー ブ ル 側 で ア ー ス を 取 る こ と に よ り 、 静 電 気 に よ る 塵 埃 の
吸 着 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 一 例 と し て 、 点 線 で 示 す よ う に 、 ［ 金 属 基 板 → タ ー ン テ ー ブ ル → 回 転 軸 → 接 地 （ 例 え ば
メ カ シ ャ ー シ ） ］ の 経 路 で ア ー ス を 取 る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 軸 受 け ま た は ブ ラ シ を
使 用 し て 回 転 軸 と 接 地 と の 間 の 電 気 的 接 続 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 以 上 、 こ の 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 具 体 的 に 説 明 し た が 、 こ の 発 明 は 、 上 述 の 実 施 形 態
に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 こ の 発 明 の 技 術 的 思 想 に 基 づ く 各 種 の 変 形 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 例 え ば 、 一 実 施 形 態 と し て 図 １ ６ に 示 す よ う な 代 表 的 な 単 層 デ ィ ス ク の 例 を 示 し た が 、
こ の 発 明 は こ れ に と ど ま ら ず 、 図 １ ７ に 示 す よ う に 金 属 プ レ ー ト 両 面 に 信 号 面 を 有 す る 両
面 ２ 層 デ ィ ス ク 、 ま た 図 １ ８ に 示 す 片 面 ２ 層 デ ィ ス ク 、 図 １ ９ に 示 す 片 面 ２ 層 を 両 面 に 有
す る ４ 層 デ ィ ス ク な ど の 各 多 層 デ ィ ス ク に も 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 一 実 施 形 態 と し て 読 取 専 用 型 の 光 デ ィ ス ク の 例 を 示 し た が 、 書 き 込 み 可 能 な 光 デ
ィ ス ク に つ い て も 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 図 ２ ０ 、 ２ １ に 示 す よ う に 表 面 凹 凸 信 号 転 写 の 際 に 紫 外 線 照 射 の 方 向 を プ ラ ス チ
ッ ク 原 盤 か ら の み な ら ず 、 内 部 エ ッ ジ 部 ま た は 外 周 エ ッ ジ 部 か ら 照 射 し て 紫 外 線 硬 化 樹 脂
を 硬 化 さ せ る こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
【 図 １ 】 従 来 の Ｃ Ｄ 、 Ｄ Ｖ Ｄ を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 従 来 の Ｂ Ｄ を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 を 適 用 し た 光 デ ィ ス ク に 用 い ら れ る 金 属 基 板 の 一 例 を 示 す 平 面 図 お よ び
側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 に 用 い る プ ラ ス チ ッ ク 原 盤 （ ス タ ン パ ） の 一 例 を 示 す 平 面 図 お よ び 側 面
図 で あ る 。
【 図 ５ 】 こ の 発 明 を 適 用 し た 光 デ ィ ス ク の 転 写 方 法 の 一 例 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 こ の 発 明 を 適 用 し た 光 デ ィ ス ク の 転 写 方 法 の 一 例 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 こ の 発 明 を 適 用 し た 光 デ ィ ス ク の 転 写 方 法 の 一 例 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 こ の 発 明 を 適 用 し た 光 デ ィ ス ク の 転 写 方 法 の 一 例 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 こ の 発 明 を 適 用 し た 光 デ ィ ス ク の 他 の 転 写 方 法 の 一 例 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 こ の 発 明 を 適 用 し た 光 デ ィ ス ク の 転 写 方 法 の 一 例 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 こ の 発 明 を 適 用 し た 光 デ ィ ス ク の 製 造 工 程 の 一 例 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 こ の 発 明 を 適 用 し た 光 デ ィ ス ク の 光 デ ィ ス ク 装 置 へ の 装 着 方 法 の 他 の 一 例 を 示
す 略 線 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 こ の 発 明 を 適 用 し た 光 デ ィ ス ク の 光 デ ィ ス ク 装 置 へ の 装 着 方 法 の 応 用 例 を 示 す
略 線 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 こ の 発 明 を 適 用 し た 光 デ ィ ス ク の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 こ の 発 明 の ア ー ス 取 り 方 法 を 示 す 平 面 お よ び 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 こ の 発 明 の 金 属 基 板 型 光 デ ィ ス ク の 応 用 例 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 こ の 発 明 の 金 属 基 板 型 光 デ ィ ス ク の 応 用 例 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 こ の 発 明 の 金 属 基 板 型 光 デ ィ ス ク の 応 用 例 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 こ の 発 明 の 金 属 基 板 型 光 デ ィ ス ク の 応 用 例 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 こ の 発 明 の 紫 外 線 照 射 方 法 の 他 の 一 実 施 形 態 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 こ の 発 明 の 紫 外 線 照 射 方 法 の 他 の 一 実 施 形 態 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 １ １ ・ ・ ・ 透 明 基 板
　 １ ２ 、 ２ ４ 、 １ １ ４ ・ ・ ・ カ バ ー 層
　 １ ３ 、 ２ ５ ・ ・ ・ 信 号 層
　 ３ １ ・ ・ ・ 金 属 基 板
　 ４ １ ・ ・ ・ プ ラ ス チ ッ ク 原 盤
　 ４ ２ ・ ・ ・ 凹 凸 信 号
　 ８ ０ ・ ・ ・ デ ィ ス ク 基 板
　 ８ １ ・ ・ ・ 転 写 凹 凸 信 号
　 ９ １ 、 １ ６ ２ ・ ・ ・ 紫 外 線 硬 化 型 ア シ ス ト Ｐ Ｓ Ａ
　 １ ０ １ ・ ・ ・ ク ロ ム マ ス ク
　 １ ０ ３ ・ ・ ・ フ ォ ト レ ジ ス ト
　 １ ２ ０ ・ ・ ・ 金 属 基 板 型 光 デ ィ ス ク
　 １ ２ ２ 、 １ ３ ２ ・ ・ ・ 軸
　 １ ２ ４ 、 １ ３ ４ ・ ・ ・ タ ー ン テ ー ブ ル
　 １ ２ ５ 、 １ ３ ５ ・ ・ ・ 磁 石
　 １ ６ １ ・ ・ ・ Ｐ Ｃ フ ィ ル ム
　 １ ６ ３ ・ ・ ・ 信 号 層
　 １ ６ ４ ・ ・ ・ 金 属 基 板
　 ２ ０ ０ ・ ・ ・ 紫 外 線 光
　 ２ １ ０ ・ ・ ・ 集 光 レ ン ズ
　 ２ １ １ ・ ・ ・ 光 フ ァ イ バ ー
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】
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